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来週の投資戦略（8/10-14）
決算と米国消費者物価に注目

2026 年 8 月 9 日

小松 徹

注目事項 － 見所

企業決算 ― 東京海上ホールディングス（8766）、アシックス（7936）など。

8 月 10 日、前回の日銀金融政策決定会合の主な意見 ― 利上げ議論の熱は？
8 月 12 日、7 月の米国消費者物価指数 ― 前年比+3.4％、コア+2.5％？
8 月 14 日、7 月の米国小売売上高 ― 前月比+0.2％？

株式市場見通し

先週は好決算の発表が多く、株価指数では日経 225 と TOPIX がそれぞれ 1.9％、1.8％
上昇した。ザラ場中に発表された決算で大きく上昇した銘柄を挙げると、月曜日のい
すゞ自動車（7202）、火曜日のヤマハ発動機（7272）、木曜日の古河電気工業（5801）、
金曜日のフジクラ（5803）など。トヨタ自動車（7203）が業績予想の上方修正と自社
株買いを発表しても株価は好転しなかった。7 日までに発表されたプライム上場企業
のうち、167 社が上方修正し、下方修正は 11 社しかなかった。プライム上場企業の今
年度一株当たり利益（EPS）が前年度比 12.4％増と会社公表値から試算される。

来週のわが国の企業決算は月曜日の住友金属鉱山（5713）、東京計器（7721）、水曜
日の東京海上ホールディングス、木曜日のすかいらーくホールディングス（3197）、
トレンドマイクロ（4704）、金曜日のアサヒグループホールディングス（2502）、ア
シックス、荏原製作所（6361）など。このうち、東京海上は今年前半に自社株買いの
公開買い付け、米バークシャーとの戦略的業務提携を発表し、株価は大きく反応した
が、決算では前年水準がかなり高いのでどの程度に落ち着くか。アシックスは 15 四半
期連続高成長なので、4-6 月期営業増益がアナリスト予想 27％増でも好感されないか
もしれない。荏原の事業は幅広いが、投資家の注目は半導体事業に集中し過ぎている。
1-3 月期の同部門の受注が前年比２倍になったので、そこまでは望めないだろう。

さて、７月最終週も市場が日々大きく変動したが、個人投資家も海外投資家も現物市
場では売り越した。ただ、海外投資家は先物市場では現物をやや上回る買い越し額と
なっており、中長期投資家の行動とは違っていた。さらに先物市場では海外投資家は
TOPIX を多めに買っていたことが注目される。

最後に米国の経済指標と金融政策について。7 日発表の７月の雇用統計はエコノミス
ト予想を大きく下回った。前月比 2.5 万人減（予想は 8.5 万人増）となったばかりか、
５・６月の増加幅も公表値から 10 万人下回った。これで、インフレ対応の利上げ期待
がやや後退、米ドル金利はやや低下、米ドルもやや弱くなった。市場関係者は 12 日発
表の 7 月の米国消費者物価指数に注目している。前年比の予想は上述のとおりで、こ
れらは前月比では+0.1％、+0.2％。前月比のプラスが大きくなれば、金融当局はやは
りインフレ対応を迫られるだろう。ただ、ウォーシュ FRB 議長は曖昧戦略を取ってい
るうえ、トランプ大統領からの電話を何度も受けていると聞く。不透明感が強まるか。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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